
令和7年度の取組
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「減らす」の取組

概要
・令和7年度から住宅兼店舗などの「併用住宅」を対象に拡充。
・令和7年5月20日から補助事業を受付開始。また後年度事業前倒しにて12月10日から追加受付開始。
・補助対象は「エアコン」と「エコキュート」が対象。補助率は2/3（消費税及び処分費除く）。
・計180件交付（エアコン112件 エコキュート68件）
町内事業者との連携
・「黒潮町内の事業者が設置するものを対象」としており、黒潮町商工会と連携して説明会を実施。
・事業者の皆様から意見をお聞きし、事業内容に反映。
・令和9年度まで同様の補助事業を実施する計画。

■黒潮町省エネ家電設置補助事業
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「減らす」の取組

概要
・黒潮町農業公社ハウス（キュウリ）に導入済。隣接に同規模ハウスあり。
・生育に必要な温度帯まで加温するため、補助的に既存の重油加温器も併用。
・令和6年11月〜令和7年4月の間で稼働。生育や重油削減に係るデータを取得。
・結果、ヒートポンプを設置した場合、同規模ハウス比較で収支が悪化。
・原因はサーモセンサーの設置場所がヒートポンプの風向と一緒だったため、ハウス全体の本来の湿度と異なる数値とな
り、加温機が稼働せず病気が発生したことにより収量が減った状況。
町内営農者への展開
・サーモセンサー位置を変更し、令和7年11月から改めてデータを取得している。

■農業公社ハウスのヒートポンプ導入
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「減らす」の取組

概要
・大方あかつき館（上林暁文学館）のZEB改修を実施（ZEB Ready）。
・令和7年6月に完了。空調機器・照明の省エネ化を中心とした改修。
・CO2削減量は100.29t-CO2/年の見込。
・今後、電気料データ等から削減効果を把握していく。

■文教施設のZEB改修
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「創る」の取組

概要
・昨年度に続き、地域エネルギー会社（くろしおエナジー）が各施設へ設備を導入中。
・令和6年度から繰越した事業（津波避難タワー、学校、集会所等）を導入。
・令和7年度事業として公共施設4件（津波避難タワー、学校等）に導入予定。
・住民の方々から太陽光設置に所有する農地を活用してほしいお話があり、今後供給する予定の電気料を抑えること
にもつながることから、休耕地等への太陽光発電設備導入を進めていく見込。

■公共施設等への太陽光発電設備導入

6



「創る」の取組

概要
・令和7年度から住宅兼店舗などの「併用住宅」を対象に拡充。
・令和7年5月20日から補助事業を受付開始。
・補助対象は「太陽光発電設備」が対象。補助率は2/3（消費税及び処分費除く）。
・計60件交付見込
町内事業者との連携
・町内事業者の要件は無いものの、黒潮町商工会と連携して説明会を実施。
・令和9年度まで同様の補助事業を実施する計画。

■黒潮町太陽光発電設備設置補助事業
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「創る」の取組

概要
・高知県補助金を活用して制度創設。
・令和7年10月10日から補助事業を受付開始。
・補助対象は「定置用蓄電池設備」が対象。補助率等は1kWhあたり4万円 上限40万円。
・計11件交付
町内事業者との連携
・町内事業者の要件は無いものの、説明会にて情報提供。

■黒潮町蓄電池等設置補助事業
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「創る」の取組

概要
・小型風力発電設備を令和9年度に導入予定。
・大規模なものでなく、高さ15メートル程度の規模の小さいもの。
・設置場所について風況予測等から今後に選定。
・例えば、海の近くに設置することで安定的な風量を得られたり、観光振興としても検討できる。
・資材高騰などの影響もあり、別途、実証実験事業のデータ比較もしながら事業採算性を確認中。

■小型風力発電設備導入に向けた検討
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「吸収する」の取組

概要
・補助事業により町産材の活用を進める等、各種林業振興を実施。
・町有林等の維持、管理は幡東森林組合に委託をして実施。
・担い手不足等から林業施策の拡大は現状難しいが、厳しい状況の中でも維持継続をしている。
・町有林のほか民有林についても、補助事業により伐採後の再造林化を推進していく。

■各種林業振興施策による吸収源の維持・継続
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「その他」の取組

概要
・令和5年10月から訪問を開始し、現状3巡目の全戸訪問中。
・戸別訪問員4名でエリアごとに周遊するほか、あったかふれあいセンターなど人が集まる場所を訪問。
・3巡目から「うちエコ診断」を活用して世帯の利用エネルギーや対策後の効果を把握している。
・今後、上記に加え、実際に対策後の行動を実施されているかのフォローと再エネ導入についてのご案内も進める。

■脱炭素カルテ作成のための戸別訪問



【南郷小学校エコクラブ】 R7年5月〜R8年1月（５回実施）
・南郷小学校のクラブ活動として、ネイチャーゲームや、川の生き物探し、自然観察などを通じて地球温暖化防止に関
する意識を育むプログラムを実施。クラブに所属している児童は5〜6年生10名程度

■うみのこども（推進員）による出前授業の実施

【うみのこどもプログラム例】

［砂浜フィールドマップ／ツリーイングの様子］

「その他」の取組
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■温暖化防止センターなど連携したイベント開催

海岸清掃などを通じて自然の大切さ、地球温暖化の危機を実感し環境に配慮した生活への行動変容を促した。
今年度はHONDAと連携したビーチクリーンを実施

【ビーチクリーンアップデイ】

「その他」の取組
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・大方高校生がキリバスへ留学するための支援を実施
・防災と気候変動についてをテーマにR7年8月キリバスへ留学
・この留学をきっかけにキリバス大使館臨時代理大使が黒潮町を訪問（※公務ではなく休暇を利用した訪問）

■大方高校との連携①

「その他」の取組
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・キリバスの渡航体験を大阪・関西万博「サステナドーム」にて発表（主催︓四国ESDセンター／協力︓高知県地球温暖化防止活動推進センター）

■大方高校との連携①

「その他」の取組
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【大方高校・テワイワイ中学校オンライン交流会】 R8年2月13日（金）
・今年度で3回目となる「キリバス共和国・マイアナ島」の中学生と大方高校の生徒たちをオンラインで繋いだ意見交換・
交流会を開催

■大方高校との連携②

【写真は昨年度の様子】

「その他」の取組
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